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平
遺
跡
は
、
新
津
丘
陵
の
東
側
縁
辺
部
が
最
も
張
り
出
し
た
台
地
状
部
分

の
端
部
に
立
地
す
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
の
範
囲
は
、
南
北
七

〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
六
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
。
標
高
は
一
五
〜

二
一
メ
ー
ト
ル
で
、
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。
遺

跡
か
ら
東
へ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
を
能の

う

代だ
い

川が
わ

が
流
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
、
個
人
の
住
宅
建
築
に
伴
っ
て
新
津
市
教
育

委
員
会
が
二
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
中

期
初
頭
か
ら
前
葉
（
約
五
〇
〇
〇
年
前
）
と
、
後
期
初
頭
か
ら
中
葉
（
約
四
〇
〇

〇
年
前
）
の
二
時
期
に
わ
た
る
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
発
見
さ
れ
た

主
な
遺
構
は
、
竪た

て

穴あ
な

住
居
跡
が
二
棟
、
貯
蔵
穴
と
考
え
ら
れ
る
土ど

坑こ
う

が
一
基
で
あ

っ
た
。
遺
物
は
約
二
万
一
〇
〇
〇
点
の
縄
文
土
器
の
ほ
か
、
土ど

錘す
い

・
土ど

版ば
ん

・
土ど

偶ぐ
う

な
ど
の
土
製
品
、
石せ

き

鏃ぞ
く

・
石せ

き

匙ひ

・
石せ

き

錘す
い

・
磨
製
石せ

き

斧ふ

・
打
製
石
斧
・
凹く

ぼ
み石い
し・
磨す

り

石い
し

・
石
皿
な
ど
の
石
器
と
各
種
に
わ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、
黒
曜
石
に
酷
似
す
る

黒
色
石
英
の
原
石
も
認
め
ら
れ
、
こ
の
原
石
は
新
津
丘
陵
産
と
推
定
さ
れ
た
。

　

竪
穴
住
居
は
二
棟
と
も
台
地
の
縁
の
斜
面
に
つ
く
ら
れ
、
一
棟
が
中
期
前
葉
、

図７　遺跡の位置
５万分１地形図「新津」

図８　１号住居跡
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も
う
一
棟
が
後
期
前
葉
の
住
居
跡
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
後
期
前
葉
の
一
号
住
居
跡
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
発
掘

さ
れ
た
。
一
号
住
居
跡
は
斜
面
を
段
状
に
造
成
し
た
上
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
床
面
は
南
北
三
・
六
メ
ー
ト

ル
、
東
西
四
・
二
メ
ー
ト
ル
の
円
形
で
あ
る
。
斜
面
の
上
方
に
当
た
る
部
分
に
は
、
幅
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
高
い
段
と
溝
が
半
周
し
て
い
る
。
雨
降
り
の
と
き
の
排
水
の
役
割
の
ほ
か
、
物
置
に
も
使
え
る
こ
の
段
状
の

施
設
は
、
斜
面
に
竪
穴
住
居
を
つ
く
る
際
の
工
夫
と
思
わ
れ
る
。
炉
は
、
床
の
一
部
を
浅
く
窪く

ぼ

め
た
だ
け
の
地じ

床し
ょ
う

炉ろ

が
、
二
つ
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

平
遺
跡
で
は
調
査
範
囲
が
狭
い
も
の
の
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
遺
物
か

ら
は
、こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
が
、

漁
労
具
と
推
定
さ
れ
る
石
錘
、
狩
猟
具

の
石
鏃
、
土
掘
り
具
と
推
定
さ
れ
る
打

製
石
斧
、
ド
ン
グ
リ
や
ヤ
マ
イ
モ
な
ど

を
加
工
す
る
磨
石
・
石
皿
な
ど
、
様
々

な
道
具
を
使
っ
て
食
料
を
得
て
い
た
こ

と
が
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
土
偶
・
土

版
な
ど
か
ら
は
、
ま
じ
な
い
や
遊
び
心

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

図９　土偶の頭部片　左の幅約６センチメートル
縄文時代後期

図10　土錘状の土製品　１号住居跡出土　
長さ約６センチメートル


